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１． はじめに 
非接触の RFID の重要性は今後高まり，需要が大きく伸

びていくことが予想される．一方で RFID のアンテナは

旧来のプラスチックケースに入った形状から脱却してお

らず，その用途は利用者がタグをアンテナが入っている

箱の上に”かざす”という限定された方法でしか利用で

きていなかった．デザイン性の観点からも本研究では

RFID のアンテナの素材をガラスと特殊な導電体を用い

て形成する研究を行い，テーブル，商店の棚，窓ガラス

などの新たな用途への拡大を図り，RFID の応用範囲を

広げることを目標とする．また，RFID アンテナにおい

て，ガラスアンテナの個数や複合的な形状を検討した結

果とともに，アプリケーションを開発したことを報告す

る． 

2 ．特殊な素材での RFID アンテナの目的 
現在図書館の本棚などに RDID アンテナを設置している

例が多く見受けられる[3]．しかしこれらの本棚はデザイン

性などが考慮されておらず，棚の裏に RFID のアンテナを

設置し，アンテナが見えないように隠す処置を行っている

ため厚みが増す．[2,4]などの研究も床面を利用し，ユーザ

の視点からは見えなくなるが読み取れる場所は床面付近に

限定されてしまい利用し難い．ガラス素材を用いた本アン

テナは，既存の RFID アンテナの用途とはまったく異なり，

透明であることと薄さを保てるため，商店の棚にデザイン

の観点で違和感なく利用できる，またいままで検討できな

かった扉などへの応用も可能になるなど RFID の用途や可

能性が広げることが可能になる． 

3．透明導電膜での複合 RFID アンテナの設計 
3.1 伝導膜の多層化 
完全透明な RFID を開発するためガラスにするために合

わせガラスの中に透明な電導膜を作成し回路を形成する．

また布型 RFID に関しては電導性のフィルムを利用し作成

する．作成方法は詳しくは[5]に記載する。使用周波数は汎

用性と価格を考慮し，13.56 ＭＨｚ用に構成した． 
 

伝導膜はガラスの上に 3mm の電導膜を流し込み，後に必

要ない部分を削りとる作業を行い．図 1 のように電波の強

度を増すために 3 層構造にし，3 層目に再度電導膜のコイ

ルループを作成する． 
本方式により，立体的にもループを構成し，電波の影響範

囲を広げることができる．現状では 3cm 以上で読み取りが

できることを確認した． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
また，図 2 にあるようにコイル構造を検証するため 
試作を行い。最適な大きさが 15cm 以上で中心部の欠落が

極端に増加し，過度の角度の丸みが適度になければならな

いことが分かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
． 

3.2 デザインパターン 
今回の試作では 330 ｍｍ角のガラス基板上に 4 つのアン

テナパターンを形成してある．これらのアンテナは独立し

てタグを認識できるためタグ ID の認識だけではなく，ど

のエリアにものが置かれているのかを検知可能になる． 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

図 1: ガラス上の多層の電導膜 
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図 2: コイル構造の試作実験 

 
図 3 認識対象の存在場所の特定手法 
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通常 4 つのアンテナを図 3 のように設置した場合は 
認識対象であるタグが{A},{B}のどちらにも認識できた場

合，認識対象の測定手法についてはその中間点{A,B}に位

置することがわかる。そのためひとつのテーブルにおいて

この場合は 9 個の箇所を特定でき、縦*横で m*n 個のアン

テナが配置できてれば(m+1)(n+1)個の箇所を詳細に特定す

ることが可能になる． 

 3.3．複合領域のアンテナパターン考察 
図 4 には複数の領域分割を意識したアンテナのデザイン

パターンを網羅した．支柱の数によってもアンテナの導線

上ことなる形状になる．この中より目的や用途に応じてア

ンテナパターンを選択する． 
例えば円形のテーブルであっても分割したい領域や支柱

の数が異なる場合には様々なパターンが考えられる． 
その中でコイルを形成しやすい形を選び，読み取り信頼

性とテーブル全体での網羅性を両立させなければならない． 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

4．ガラス RFID のアプリケーション 
本章では，作成しガラス RFID タイプを用いたアプリケー

スション事例を紹介する． 
用いたミドルウエアは[1,5]で紹介しているものであり，一

部拡張した． 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5  ガラス RFID にタグをかざし関連する映像や情報を取

り出している様子 
GlassCatalog は真や商品のカタログ，株価情報などを名刺

サイズの写真のプリントしてあるタグをかざすだけでリア

ルタイムに閲覧できるシステムである．認識した穴てなの

場所に応じて，写真集であれば季節を変更し，株価であれ

ば分足，日足などを切り分けて閲覧させることができる． 
バッグやワインなどの商品を置いて情報をだすことも可能

になる．GlassRemote は DVD や音楽 CD をガラス面にかざ

すだけで映像の再生や停止，早送りなどをタグの位置を変

えることで操作を可能にする．リモコンなどがなくても自

然な動作でメディアコンテンツを操作可能になる． 

5．まとめ 
既存の RFID は不透明のアンテナによって読み取られて

いるためデザイン性が悪く，設置させる場所に制約が生じ

ていた．RFID のニーズの広がりによって，リーダを様々

な場所で違和感なく展開する必要性が生じていた．本研究

ではガラス上に透明な導電膜で利用して RFID のアンテナ

回路を開発し，様々なアンテナパターンを考察したことを

紹介した．また複数の領域のアンテナを利用したアプリケ

ーション例を示した．今後は扉などの応用分野を再度検討

する． 
 
本研究は科研費若手(B)の補助のもと行っている． 
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図 4: 複数の支柱を考慮したアンテナパターン 

 
図 5 交通情報を取り出すアプリケーション 
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